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入学予定者がオンライン上で集う入学前教育においても協調作問演
習を実施しています。　※科研費基盤研究 (C) 課題番号 :21K02797

演習問題の例。高校までに学習する内容に関する問題でも、問題文
や選択肢の与え方によって、高度な理解力を問うこともできます。
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協調作問演習は学校現場だけでなく、企業における研
修やお祭りなどでクイズ大会を開催する場合などにも応用
できます。皆さんがそのようなイベントを企画する立場に
なったら、ぜひ活用してみてください。

教材に応じて協調作問演習を行うことで、皆さんの学
習に役立つだけでなく教員の負担減にもつながります。特
に、大学で行われる授業に応じた演習問題を多く作るため
には、市販の問題集だけでは対応することが難しい場合も
あり、担当教員の労力が必要です。協調作問演習を通し
て洗練された問題があれば、それをそのまま使うことも可
能になり、担当教員は問題作成の時間を教材研究などに
充てることができます。

「問題を作ることによる学習」については、20 年以上前から国内外で多く
の研究成果が示されており、様々な場面に応用されています。私はそれをク
ラスみんなで協力して行う「協調作問演習」に注目しています。ここでは、
問題を作るだけではなく、作られた問題の良しあしを評価し、その評価に基
づいて問題を洗練していきます。演習問題として完成させるには、問題文に
誤字や脱字がないことはもちろん、解答可能な問題になっているか、教材に
応じた問題かなどの確認も必要です。評価の際、実際に問題を解き、教材を
再度確認することも行うので、単に問題を作ること以上の効果が見込めます。

学習者同士で協調的に演習問題を作る
活動を取り入れた授業の展開


